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企業概要 

日本アイ・ビー・エム株式会社（日本IBM）は、1937年に設立され、本社を東京都港区虎ノ

門ヒルズ ステーションタワー。代表取締役社長執行役員は山口明夫氏で資本金は1,053億円

。IBMコーポレーションの100%出資子会社であり、情報システムに関わる製品やサービス

を提供する。 

 

事業内容 

 

1. ハードウェアおよびソフトウェア 

 

エンタープライズ向けのハイブリッドクラウド、AI、セキュリティー、ストレージソリュ

ーションを提供し、企業のビジネス課題を解決する製品を開発。 IBM watsonxや独自の機

械学習モデルを用いたAI構築、データセットの集計・分析、ITインフラストラクチャーの管

理など多岐にわたるソリューションがある。 

 

2. コンサルティングサービス 

 

IBMのコンサルティング部門は、多様な意見と新しいテクノロジーを結集し、顧客のビジネ

スのデジタル変革を支援する。 AIを活用した業務改善やシステム統合、データ分析による

ビジネスインサイトの提供。テクノロジー・ライフサイクル・サービスを通じて、ITインフ

ラストラクチャーの構築、運用、保守を一貫してサポートしている。 

 

3. サステナビリティ 

 

日本IBMは、2030年までに温室効果ガス排出量をネット・ゼロにする目標を掲げ、データ主

導のサステナビリティソリューションを提供している。これにより、企業が持続可能なビ

ジネス運営を実現する。 

 
 

社会貢献とCSR 

小児がん治療薬の開発支援や地域社会への技術支援など、多岐にわたる活動を展開している

育児・介護支援制度の導入や働き方改革にも力を入れており、社員のワークライフバラン



スの向上を目指す。 

 

 

経営戦略と今後の展望 

テクノロジーを活用した新しいビジネスモデルの創出を目指し、常に革新を追求る。特にAI

やハイブリッドクラウドの分野で顧客のビジネス変革をサポートすることを重要な戦略と

している。テクノロジー・ライフサイクル・サービスの強化により、顧客のシステム安定

稼働を支援し続けること。（事後管理） 

 
 

Itビジネスコンサルタントインターン（6月11日締） 

 



 
 
 

日本IBMの競合他社 

1. 富士通株式会社 

 

幅広いサービス提供: 富士通はITコンサルティング、システムインテグレーション、アウト

ソーシング、クラウドサービスなど、日本IBMと同様の幅広いITサービスを提供している。 

技術力とイノベーション: 富士通はスーパーコンピューターやAI技術など、先進的な技術開

発でも強い。 

国内市場での強力なプレゼンス: 富士通は日本市場において長い歴史と広範な顧客基盤を持

ち、日本IBMと同じ市場セグメントをターゲットにしている。 

 
2. NEC 
 

NECは、通信、ITソリューション、ネットワーク製品の開発・提供を行う企業であり、公共

セクターや企業向けのITサービスで知られています。 

 

公共セクターへの強み: NECは、公共セクター向けのシステム構築やサービス提供 

セキュリティとネットワークソリューション: NECは、サイバーセキュリティやネットワー

クインフラストラクチャーにおいて強力な製品群を提供し 

グローバル展開: NECは、日本国内だけでなく、グローバルにも展開しており、IBMのグロ

ーバルなビジネス展開と競合 

 



3. 日立製作所 

 

ITサービスとインフラ: 日立は、システムインテグレーション、クラウドサービス、データ

センター運営など、日本IBMと重なるITサービス 

社会インフラ: 日立は、社会インフラ向けのソリューションに強みを持っており、IBMのス

マートシティやIoTソリューション 

 

4. アクセンチュア（Accenture） 

 

デジタルトランスフォーメーション: アクセンチュアは、企業のデジタルトランスフォーメ

ーション支援において強力なプレゼンスをもつ 

広範な業界カバレッジ: アクセンチュアは、金融、ヘルスケア、通信など多くの業界にサー

ビスを提供し、IBMの業界特化型ソリューションとかぶる。 

 

IR情報 https://www.ibm.com/jp-ja/about/financial 


